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	スライド 1: 新規システムの導入に際しての 「医療情報システムの契約における当事者間の役割分担等に関する確認表」の利用イメージ
	スライド 2: 医療機関のセキュリティ対応上の課題（各課題に対する本確認表の利用イメージの例等は、次ページ以降参照）
	スライド 3: 課題①：医療機関が保有する資源を網羅的に把握できていない 
	スライド 4: 課題②：医療機関が管理する資源に係る最新の脆弱性情報等が把握できていない
	スライド 5: 課題③：医療機関が管理する資源に対する理解が不足している
	スライド 6: 課題④：医療機関が管理する資源において、一部の資源に対する脆弱性対策が、他の資源の可用性に影響を与える可能性がある場合に、安全性の判断ができない。  



